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として,xに比べ速く動く変数 yを1/r展開の形で消去 していく｡ そのために(2.1)と等価な
Fokker･Planck方程式を考え確率分布p(x,y,i)をyについて積分して,射影を行なう｡まず
xをパラメタとした変数 yでの固有関数系(Pn(y;tr))(Pnは
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§5 ま と め
色々と調べられている変数消去法の統一的な取扱いの一つについて述べた｡この方法では,
原理的には1/γの高次まで求めていくことが可能であるが,多くの場合,1/γ2,1/γ3の次数ま





















東京工大 ･理 清 田 義 保
いわゆる,非平衡開放系が注目され始めてから久しい｡その中でも,最近特に,多くの研究
者の注目を集めているのが雑音によって誘起される相転移現象である1.)この現象は,雑音の大
きさがある闇値をこえた時,系の状態を記述する変数に対する定常確率密度関数の形が, ドラ
スティックに変ることから,この名がっけられている｡平衡状態における2次相転移では,転
移点において臨界緩和がおこり,動的にも,緩和時間が発散するという異常がおこることは,
よく知られていることである｡ ここでは,雑音によって誘起される相転移でも同様なことが見
られるか否かについて考えている｡平均値の時間変化を考える限り,転移点において,臨界緩
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